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人口と世帯� 1月1日現在（前年同期）

人　口�住民基本台帳142,995（138,088）
〔うち外国人�5,547 （5,153）〕

　男� 68,167（65,759）
〔うち外国人�2,897 （2,618）〕

　女� 74,828（72,329）
〔うち外国人�2,650 （2,535）〕

世　帯� 82,057（79,418）
昼間人口（平成22年国勢調査） 605,926
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区政を話し合う会
中央清掃工場の排ガスなど
の調査結果
情報コーナー（施設／講座・
催し物／税／その他）

今号の主な内容

茜http://www.city.chuo.lg.jp　 ツイッター�https://twitter.com/chuo_city　 フェイスブック�https://www.facebook.com/tokyochuo.city

▲過去の写真展での展示写真「オーストラリア・デー2013」

▲▲ 過去の写真展での展示写真「オーストラリア・デー2014」

　
20
年
後
の
中
央
区
の
姿
を
描

く「
中
央
区
基
本
構
想
」を
新
た

に
策
定
す
る
た
め
、
学
識
経
験

者
や
区
議
会
議
員
、
区
内
公
共

的
団
体
の
代
表
者
、
公
募
区
民

な
ど
が
参
画
す
る「
中
央
区
基

本
構
想
審
議
会
」を
開
催
し
ま

す
。

　
内
容
は
、
審
議
会
終
了
後
に

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
と
と
も
に
、
区
役
所
２
階
企

画
財
政
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日　
時　
２
月
９
日（
火
）

　
　
　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

30
分

会　
場　
区
役
所
10
階
第
１
委

員
会
室

２
０
２
０
年
に
向
け
て「
中
央
区

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

区
民
協
議
会
」を
設
立
し
ま
し
た

　
２
月
６
日（
土
）～
12
日（
金
）

・
月
島
区
民
セ
ン
タ
ー
１
階
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
フ
ロ
ア

　
２
月
13
日（
土
）～
19
日（
金
）

◎
昨
年
の
姉
妹
都
市
親
善
写
真
展

の
内
容
は
中
央
区
文
化
・
国
際

交
流
振
興
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

逢  

中
央
区
文
化
・
国
際
交
流
振
興

協
会

�
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茜 http://w
w
w
.chuo-ci.jp/

syashinten/

　
地
域
の
魅
力
発
信
と
活
性
化
の

絶
好
の
機
会
と
な
る
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
て
、
区

民
、
関
係
団
体
・
機
関
お
よ
び
区

が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
発
展
に

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
昨
年
12

月
17
日（
木
）に「
中
央
区
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
区
民

協
議
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　
こ
の
区
民
協
議
会
は
、
町
会
・

自
治
会
、
文
化
、
子
ど
も
・
青
少

年
、
商
工
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
、
福

祉
保
健
、
環
境
、
警
察
、
消
防
な

ど
多
様
な
分
野
の
関
係
団
体
・
機

関
が
集
ま
り
、
２
０
２
０
年
に
向

け
た
目
標
を
共
有
し
な
が
ら
連
携

し
、
オ
ー
ル
中
央
区
で
魅
力
と
活

力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
1
回
区
民
協
議
会
当
日
は
、

区
か
ら
大
会
に
関
連
し
た
情
報
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
大
会
に
向

け
た
区
民
参
加
の
促
進
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
区
民
協
議
会
資
料
は
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

オーストラリア
サザランド市

姉妹都市
親善写真展

　
中
央
区
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

サ
ザ
ラ
ン
ド
市
は
、
平
成
３
年
の

姉
妹
都
市
提
携
以
来
、
中
学
生
の

海
外
体
験
学
習
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
行
事
を
通
じ
て
、
双
方
の

歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
友
好
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　
中
央
区
文
化
・
国
際
交
流
振
興

協
会
で
は
サ
ザ
ラ
ン
ド
市
と
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、
写
真
を
相
互

に
交
換
し
、
写
真
展
を
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

サ
ザ
ラ
ン
ド
市
の
風
景
、
行
事
な

ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
場
・
期
間

・
区
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

　
１
月
31
日（
日
）～
２
月
５
日

（
金
）

・
日
本
橋
区
民
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ

ビ
ー

　
ま
た
、
区
民
協
議
会
で
は
、
２

０
２
０
年
に
向
け
た
地
域
の
取
り

組
み
を
具
体
化
す
る
た
め
、
検
討

部
会
を
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
地
域
が
連
携
し
た

観
光
振
興
や
伝
統
・
文
化
の
魅
力

発
信
な
ど
を
検
討
す
る「
観
光
・

文
化
検
討
部
会
」を
設
置
す
る
予

定
で
す
。

　
大
会
開
催
に
向
け
て
は
、
今
後

の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
そ
の
他

の
検
討
部
会
も
必
要
に
応
じ
て
設

置
し
て
い
き
ま
す
。

逢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
調
整
担
当
課
事
業
調
整
係

�
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審
議
会
は
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
す
る

方
は
、
当
日
の
午
後
５
時
30
分

か
ら
６
時
ま
で
の
間
に
、
区
役

所
８
階
第
６
会
議
室
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

定　
員�　
10
名（
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

◎
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

逢 

企
画
財
政
課
企
画
主
査

�
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３
５
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審
議
会
の
傍
聴

中
央
区
基
本
構
想
審
議
会 

の
開
催

第1回
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平成28年（2016年）1月21日（木曜日） No.１２７４区のおしらせ 1 月 2 1 日号

　
昨
年
11
月
４
日
に
、
区
役
所
で

「
区
政
を
話
し
合
う
会
」を
開
催
し

ま
し
た
。
区
内
で
活
動
し
て
い
る

各
種
団
体
の
方
と
区
長
、
区
お
よ

び
区
内
官
公
署
の
幹
部
職
員
が
活

発
に
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
ご
意
見
の
中
か
ら
幾
つ

か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

意
見
１ 

道
路
の
歩
行
環
境
に

つ
い
て

　
日
本
橋
社
会
教
育
会
館
に
向
か

う
人
形
町
か
い
わ
い
で
は
、
道
路

の
路
側
帯
内
に
物
が
置
か
れ
、
歩

行
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
主

に
自
転
車
、
飲
食
店
の
看
板
、
植

木
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
歩
行
者
が

危
険
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い
状
況

で
す
の
で
、
注
意
を
促
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

回
答
１ 

環
境
土
木
部
長

　
道
路
上
に
自
転
車
、看
板
、商
品
、

植
木
な
ど
を
置
く
こ
と
は
、
道
路

法
を
は
じ
め
各
種
法
律
・
条
例
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。区
は
国
、都
、

警
察
、
地
元
商
店
会
と
連
携
し
て
、

警
告
や
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
指
摘
の
人
形
町
か
い
わ
い
に
つ

い
て
も
こ
れ
ま
で
も
久
松
警
察
署

と
合
同
で
警
告
や
指
導
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
指
導
後
に
ま
た
置

か
れ
て
し
ま
う
こ
と
や
新
た
な
看

板
が
増
え
て
し
ま
う
状
況
が
あ
り

ま
す
。
今
後
も
警
察
や
地
元
商
店

会
と
連
携
し
、
継
続
し
て
個
別
指

導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
放
置
自
転
車
に
つ
い
て
は
、

区
職
員
に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

の
中
で
警
告
書
を
貼
っ
て
移
動
を

促
す
と
と
も
に
駐
輪
禁
止
の
看
板

も
設
置
す
る
な
ど
放
置
対
策
を
行

っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
区
営
月
島
駐
車
場
・
区
営
人
形

町
駐
車
場
の
定
期
利
用
者
を
別
表

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
両
駐
車
場
と
も
現
行
の
定
期
利

用
期
間
が
平
成
28
年
５
月
31
日
で

終
了
し
ま
す
。
新
た
な
利
用
期
間

は
平
成
28
年
６
月
１
日
か
ら
平
成

30
年
５
月
31
日
ま
で（
２
年
間
）と

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
低
排
出
ガ
ス
車（
４
つ

星
マ
ー
ク
車
）な
ど
の
低
公
害
車

で
、
か
つ
平
成
22
年
度
燃
費
基
準

達
成
車
以
上（
平
成
27
年
度
燃
費

基
準
達
成
車
を
含
む
）に
該
当
す

る
車
両
は
、
優
遇
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
書
類
提
出
時
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

逢
環
境
政
策
課
交
通
対
策
係
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３
５
４
６
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６
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別表
駐車場名 月島駐車場 人形町駐車場
所在地 月島4－1－1

（月島区民センター地下）
日本橋人形町1－1－17
（日本橋小学校地下）

利用期間 6月1日～平成30年5月31日
募集台数 36台（区民割当のみ） 区民割当　25台　事業所等割当　5台
駐車
できる車

普通自動車・小型自動車・軽自動車（二
輪車を除く）で全長5m以下・幅2m以
下・高さ2m以下の車

普通自動車・小型自動車・軽自動車（二
輪車を除く）で全長5m以下・幅2m以
下・高さ2.3m以下の車

申込資格 月島地域の区民の方 日本橋地域の区民および事業所などの
代表者の方

◎申込台数は1世帯（1事業所など）当たり1台とします。
使用料 月額35,000円　 月額40,000円　

定期駐車
利用申込書
配布期間
および場所

2月1日（月）～19日（金）
午前9時～午後5時（土・日曜日、祝日を除く）
区役所7階環境政策課交通対策係
◎下記の時間で、各駐車場でも配布しています。
月島駐車場内管理室
（午前7時～午後10時）

人形町駐車場内管理室
（午前7時～午後10時）

受付期間
および場所

2月3日（水）～19日（金）
区役所7階環境政策課交通対策係
◎各駐車場および郵送では受け付けません。

提出書類 ・定期駐車利用申込書
・自動車検査証の写し

［区民・事業所など共通］
・定期駐車利用申込書
・自動車検査証の写し
［事業所など］
・事業所などの所在地、代表者を確認
できる書類（法人登記簿謄本の写しな
ど）

低公害車
優遇制度
対象車など

・対象車種は国土交通省認定の低排出ガス車（4つ星マーク車）・ハイブリット
車・電気自動車などで、かつ平成22年度燃費基準達成以上（平成27年度燃費
基準達成車を含む）に該当する自動車です。
・対象車両は駐車料金が月6,000円割引となります。
・申込者が定数を超えた場合は、上記優遇制度対象車を優先して割り当てます。
・優先とは、区民割当・事業所等割当内での優遇とし、優遇車以外との抽選倍
率が優遇されることです。

その他

・申込みできる車両は、申込者の所有または使用の車両（車検証に記載あるも
の）に限ります。
・申込多数の場合は、公開抽選となります。
・駐車場の利用は申込みをした車両のみに限定します。
・入庫・出庫は定期券（パスカード）により24時間可能です。
・定期駐車使用料は、前月末までに駐車場管理室で現金による支払いとなります。

　
区
で
は
、
自
動
車
公
害
や
地
球

温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
低
公

害
車
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
に
、

区
営
駐
車
場
に
電
気
自
動
車
用
電

気
エ
コ（
急
速
充
電
）ス
タ
ン
ド
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所

・
中
央
区
役
所
附
属
駐
車
場

　
築
地
１

－
１

－
１

・
浜
町
公
園
地
下
駐
車
場

　
日
本
橋
浜
町
２

－

59

－

４

・
月
島
駐
車
場

　
月
島
４

－

１

－

１

利
用
時
間

・
中
央
区
役
所
附
属
駐
車
場

　
終
日

・
浜
町
公
園
地
下
駐
車
場
お
よ
び

月
島
駐
車
場

　
午
前
７
時
〜
午
後
10
時

　
（
入
庫
は
午
後
９
時
ま
で
）

利
用
料
金

　
無
料

◎
利
用
申
請
な
ど
の
手
続
き
は
不

要
で
す
。

◎
浜
町
公
園
地
下
駐
車
場
お
よ
び

月
島
駐
車
場
は
有
料
駐
車
場
で

す
が
、
充
電
ス
タ
ン
ド
を
利
用

す
る
場
合
は
、
入
庫
か
ら
出
庫

ま
で
の
時
間
が
１
時
間
以
内
で

あ
れ
ば
駐
車
料
金
は
無
料
で
す
。

逢
環
境
推
進
課
温
暖
化
対
策
推
進

係 

☎（
３
５
４
６
）５
４
０
６

　
ふ
れ
あ
い
作
業
所
は
、
働
く
意

欲
の
あ
る
高
齢
の
方
や
障
害
の
あ

る
方
に
簡
易
な
加
工
作
業
の
仕
事

を
提
供
し
、
生
き
が
い
と
生
活
の

安
定
を
図
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
施
設
で
す
。

　
作
業
所
で
は
次
の
よ
う
な
簡
単

な
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業

者
の
方
で
、
こ
の
よ
う
な
仕
事
や

外
注
に
出
し
た
い
仕
事
、
内
職
と

し
て
家
庭
で
で
き
る
仕
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

仕
事
の
内
容

　
タ
オ
ル
の
袋
入
れ
、
印
刷
物
の

丁
合
・
封
筒
入
れ
、
訂
正
シ
ー
ル

貼
り
、
サ
ン
プ
ル
の
袋
詰
め
、
郵

便
物
封
入
、
簡
単
な
組
み
立
て
な

ど◎
受
注
す
る
仕
事
に
は
、
受
託
加

工
料
が
掛
か
り
ま
す
。
こ
の
受

託
加
工
料
は
、
作
業
所
利
用
者

の
工
賃
に
な
り
ま
す
。

逢
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
係
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３
５
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区
政
を
話
し
合
う
会

電
気
自
動
車
用
電
気
エ
コ（
急
速

充
電
）ス
タ
ン
ド
の
ご
案
内

意
見
２ 

「
脳
ド
ッ
ク
を
区
民
健

診
へ
」に
つ
い
て

　
脳
梗
塞
・
く
も
膜
下
出
血
な
ど

の
脳
卒
中
に
よ
る
後
遺
症
の
方
や

認
知
症
の
方
な
ど
を
多
く
見
掛
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
予
防
の

１
つ
と
し
て
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
脳

ド
ッ
ク
を
、
ぜ
ひ
区
民
健
診
に
取

り
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

回
答
２ 

福
祉
保
健
部
長

　
脳
ド
ッ
ク
は
自
覚
症
状
が
な
い

よ
う
な
段
階
で
も
脳
疾
患
、
あ
る

い
は
そ
の
リ
ス
ク
を
発
見
し
て
脳

の
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
区
民
健
診

で
は
、
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と

す
る
生
活
機
能
評
価
の
中
に
脳
疾

患
に
関
す
る
質
問
項
目
を
設
け
て

い
ま
す
が
、
脳
ド
ッ
ク
は
実
施
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
脳
ド
ッ
ク
を
行
う
に
は
高
度
な

医
療
機
器
が
必
要
で
す
が
、
現
在
、

区
内
で
そ
の
よ
う
な
医
療
機
器
を

備
え
、
受
診
で
き
る
医
療
機
関
が

十
分
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
費
用
も
高
額
と
な
り
、
区

の
財
政
負
担
や
区
民
の
方
の
自
己

負
担
に
つ
い
て
の
課
題
も
あ
り
ま

す
。
今
後
は
千
葉
市
や
入
間
市
な

ど
の
実
施
自
治
体
の
状
況
を
研
究

し
て
い
く
と
と
も
に
、
現
在
区
民

健
診
を
委
託
し
て
い
る
医
師
会
と

の
定
期
的
な
会
議
の
場
な
ど
を
通

じ
て
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

意
見
３ 

客
引
き
行
為
に
対
す

る
現
状
の
取
り
組
み
や
課
題
、
今

後
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て

　
こ
こ
数
年
、
銀
座
で
も
路
上
の

客
引
き
行
為
な
ど
の
問
題
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
中
央
区
で
も

客
引
き
は
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
現
状
の
取
り

組
み
や
課
題
、
今
後
の
方
針
な
ど

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

回
答
３ 

防
災
危
機
管
理
室
長

　
現
在
、
繁
華
街
に
お
け
る
客
引

き
が
、
銀
座
や
八
重
洲
、
人
形
町

地
区
な
ど
に
お
い
て
出
現
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
悪
質
な
客

引
き
行
為
に
対
し
て
は
、
都
の
迷

惑
防
止
条
例
に
基
づ
き
警
察
に
よ

る
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
ら
に
は
該
当
し
な
い

交
差
点
で
の
居
酒
屋
な
ど
の
客
引

き
行
為
は
夜
間
を
中
心
に
発
生
し

て
い
る
た
め
、
区
で
も
定
期
的
に

視
察
し
現
状
把
握
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
区
で
は
、
生
活
安
全
意
識
の
向

上
や
犯
罪
防
止
を
図
る
た
め
、
平

成
16
年
に
条
例
を
制
定
し
、
区
民

や
事
業
所
に
よ
る
自
主
的
な
防
犯

活
動
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
繁
華
街
で
の
客
引
き
行
為

や
勧
誘
・
宣
伝
行
為
な
ど
が
増
加

し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
４
月

に
は
事
業
者
の
責
務
と
し
て
客
引

き
行
為
な
ど
を
禁
止
す
る
旨
、
条

例
に
明
記
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

客
引
き
撲
滅
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

め
る
よ
う
改
正
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
こ
の
改
正
に
併
せ
、

地
域
ぐ
る
み
の
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
区
と

区
内
４
警
察
署
が
覚
書
を
締
結
し
、

防
犯
活
動
が
よ
り
活
発
化
す
る
よ

う
必
要
な
助
言
や
協
力
を
行
う
な

ど
の
協
力
関
係
強
化
を
図
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
引
き
続
き
区
内

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
へ
の
支

援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
繁
華

街
に
お
け
る
客
引
き
行
為
な
ど
の

実
態
把
握
や
、
よ
り
効
果
的
な
取

り
組
み
の
研
究
に
努
め
、
地
域
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
警
察
署
や
道

路
管
理
者
な
ど
関
係
行
政
機
関
と

も
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
地
域
の

環
境
浄
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

逢
広
報
課
広
聴
係
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ふ
れ
あ
い
作
業
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

月
島
・
人
形
町
駐
車
場
の
定
期
利
用
者
募
集
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排
ガ
ス
調
査
は
、
各
項
目
と
も

法
規
制
値
よ
り
も
厳
し
く
定
め
た

自
己
規
制
値
を
下
回
っ
て
い
ま
し

た（
別
表
１
参
照
）。
排
水
、
臭
気
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
調
査
に
お
い

て
も
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
ま
し

た（
別
表
２
〜
４
参
照
）。

　
ま
た
、
工
場
周
辺
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
も
、
環
境
基
準
値
を
下
回

っ
て
い
ま
し
た（
別
表
５
参
照
）。

逢
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務

組
合
中
央
清
掃
工
場
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中
央
清
掃
事
務
所
排
出
指
導
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は

　
60
歳
以
上
の
元
気
な
高
齢
者
が

会
員
と
な
り
、
知
識
や
経
験
を
生

か
し
て
働
く
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
現
在
約
６
０
０
名
の
会
員
が
、

健
康
の
向
上
や
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
を
目
指
し
て
働
い
て
お
り
、

仕
事
ぶ
り
が
丁
寧
で
、
安
心
し
て

任
せ
ら
れ
る
な
ど
、
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
豊
富
な
知
識
・
経
験

は
、
き
っ
と
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

て
る
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
仕
事
が
で
き
る
の
か

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、家
庭・商
店・

会
社
・
各
種
団
体
な
ど
か
ら
、
多

種
多
様
な
仕
事
を
お
引
き
受
け
し

て
い
ま
す（
危
険
な
仕
事
や
専
門

的
な
道
具
を
必
要
と
す
る
場
合
な

ど
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
）。

　
「
こ
ん
な
仕
事
は
引
き
受
け
て

も
ら
え
な
い
の
で
は
」と
お
考
え

に
な
る
前
に
、
ま
ず
は
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
主
な
仕
事

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

家
庭
サ
ー
ビ
ス
分
野

　
障
子
張
り
、
家
事
援
助
、
話
し

相
手
、
簡
単
な
大
工
仕
事
・
電
気

工
事
、
宛
名
書
き
、
パ
ソ
コ
ン
出

張
指
導
な
ど

管
理
分
野

　
自
転
車
整
理
、
ビ
ル
・
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
、
駐
輪
場
管
理
な
ど

一
般
作
業
の
分
野

　
商
品
整
理
、
袋
詰
め
、
ビ
ル
清

掃
、
除
草
な
ど

外
交
・
折
衝
分
野

　
チ
ラ
シ
配
布
、
物
品
配
達
な
ど

事
務
分
野

　
一
般
事
務
、
宛
名
書
き
、
事
務

受
付
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
な
ど

専
門
技
術
分
野

　
パ
ソ
コ
ン
講
師
、
経
理
事
務
、

翻
訳
・
通
訳
な
ど

仕
事
の
依
頼
方
法

　
ま
ず
、
電
話
ま
た
は
発
注
仕
様

書（
中
央
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

に
よ
り
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お

見
積
も
り
の
上
、
お
客
様
と
当
セ

ン
タ
ー
と
の
間
で
契
約
を
交
わ
し

ま
す
。

費　
用

　
中
央
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
目
安
の
価

格
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

入
会
資
格

　
60
歳
以
上
の
健
康
な
区
民
で
、

「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」の

目
的
を
理
解
し
て
働
け
る
方

入
会
説
明
会

　
毎
月
13
日（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
の
場
合
は
直
前
の
平
日
）に
セ

ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で
午
前
10
時

か
ら
定
刻
に
開
始
し
ま
す
。

　
参
加
す
る
方
は
、
住
所
・
年
齢

が
確
認
で
き
る
も
の（
健
康
保
険

証
な
ど
）、
印
鑑
、
会
費（
千
円
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

逢
中
央
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
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別表1　排ガス調査結果

項　目

基準値 炉 調査年月日

単　位大気汚染
防止法

自己
規制値

1号 平成27年
4月2日

平成27年
6月11日

平成27年
8月3日

2号 平成27年
4月30日

平成27年
6月15日

平成27年
8月4日

ばいじん 0.04 0.01
1号 不検出 不検出 不検出

g/㎥N
2号 不検出 不検出 不検出

硫黄酸化物 60 10
1号 不検出 不検出 不検出

ppm
2号 不検出 不検出 不検出

窒素酸化物 250 50
1号 41 44 44

ppm
2号 43 41 42

塩化水素 430 10
1号 不検出 不検出 不検出

ppm
2号 不検出 不検出 不検出

水銀 ― 0.05
1号 不検出 不検出 不検出

mg/㎥N
2号 不検出 不検出 不検出

◎「不検出」とは、定量下限値未満を表す。
◎各項目の値は、酸素濃度12%換算値である。
◎ ㎥N（ノルマル立方メートル）は、0℃、1気圧の標準状態における気体の体積を表す。
◎ppmは、100万分の1の割合を表す。

別表2　排水調査結果

項　目（単位）
調査年月日

基準値平成27年
4月3日

平成27年
6月3日

平成27年
8月7日

温度（℃） 26.5 30.3 35.4 45未満
色相 淡黄色 淡黄色 黄色 ―
濁り なし なし なし ―
水素イオン濃度（pH） 7.9 7.7 7.6 5を超え9未満
生物化学的酸素要求量（BOD）（mg/L） 15 6 2 600未満
化学的酸素要求量（COD）（mg/L） 10 14 10 ―
銅およびその化合物（mg/L） 不検出 不検出 不検出 3以下
亜鉛およびその化合物（mg/L） 0.02 0.02 不検出 2以下
鉄およびその化合物（溶解性）（mg/L） 0.5 0.9 1.0 10以下
マンガンおよびその化合物（溶解性）
（mg/L） 0.7 1.2 0.4 10以下

窒素含有量（mg/L） 9.3 10 8.7 120未満
ヨウ素消費量（mg/L） 4 7 1 220未満
フッ素およびその化合物（mg/L） 0.20 0.10 0.10 15以下
ホウ素およびその化合物（mg/L） 0.70 1.3 1.2 230以下
◎「不検出」とは、定量下限値未満を表す。
◎ その他、ノルマルヘキサン抽出物質含有量など基準値がある30項目については、い
ずれも「定量下限値未満」であった。

別表3　臭気調査結果
調査年月日 平成27年7月23日
調査地点 敷地境界（3地点）
臭気指数 いずれも10未満
基準値 12

◎ 臭気指数とは、試料を臭気が感じられなくなるまで無臭空気で希釈したときの希釈倍率
を求め、その常用対数に10を乗じた数値をいう。

◎調査地点は、中央清掃工場敷地内の3地点である。

別表4　ダイオキシン類調査結果
項　目 基準値 調査値 調査年月日 単　位

排ガス

1号炉

0.1

0.00000028 平成27年4月2日

ng-TEQ/㎥N

0.000000084 平成27年6月11日
0.000018 平成27年8月3日

2号炉
0.00000056 平成27年4月30日
0.00000043 平成27年6月15日
0.00000048 平成27年8月4日

飛灰処理汚泥 ― 0.26 平成27年6月11日 ng-TEQ/g
焼　却　灰 3 0.015 平成27年6月11日 ng-TEQ/g
排　 　　水 10 0.00011 平成27年6月11日 pg-TEQ/L

◎ ダイオキシン類は､ ポリ塩化ジベンゾ-パラ-ジオキシン、ポリ塩化ジベンゾフラン、コ
プラナーポリ塩化ビフェニルの総称である。
◎ TEQ（毒性等量）は、ダイオキシン類の量を最も毒性の強い2,3,7,8-四塩化ジベンゾ-パ
ラ-ジオキシンの毒性に換算した値である。
◎排ガス中のダイオキシン類の値は、酸素濃度12%換算値である。
◎ng（ナノグラム）は、10億分の1グラムの質量を表す。
◎pg（ピコグラム）は、1兆分の1グラムの質量を表す。
◎ 飛灰処理汚泥は、飛灰を薬剤処理（ダイオキシン類対策特別措置法で定められた処理）し
ているので、基準値は適用されない。

別表5　中央清掃工場周辺の大気中のダイオキシン類調査結果
調査年月日　平成27年7月27日～8月3日

調査場所 調査値（単位:pg-TEQ/㎥） 環境基準値
中央清掃工場 0.016

0.6（年間平均値）京橋築地小学校 0.055
豊海小学校 0.030

　
地
域
の
方（
協
力
会
員
）が
、
家

事
に
お
困
り
の
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
方
、
産
前
産
後
の
方
な
ど
日

常
生
活
の
お
手
伝
い
を
す
る
助
け

合
い
活
動
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
協
力
会
員
と
し
て
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
生
か

し
て
地
域
の
助
け
合
い
活
動
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
週

１
回
か
ら
の
活
動
も
可
能
で
す
。

男
性
も
大
歓
迎
で
す
。
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容

　
利
用
会
員
の
ご
自
宅
な
ど
で
掃

除
、
洗
濯
・
補
修
・
ア
イ
ロ
ン
か

け
、
布
団
干
し
、
買
い
物
、
食
事

の
支
度
、
外
出
の
付
き
添
い
、
見

守
り
、
話
し
相
手
、
代
読
・
代
筆
、

薬
の
受
け
取
り
な
ど
の
代
行
、
車

い
す
介
助
な
ど

対　
象

　
18
歳
以
上
で
地
域
の
助
け
合
い

活
動
の
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
け

る
方

謝　
礼

　
１
時
間
８
０
０
円

申
込
方
法

　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
申
込
む
。

◎
登
録
の
た
め
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

逢
中
央
区
社
会
福
祉
協
議
会
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
推
進
課

 

☎（
３
２
０
６
）０
６
０
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℻  （
３
５
２
３
）６
３
８
６

絢zaitaku@
shakyo-chuo-

city.jp

中央清掃工場
の排ガスなど
の調査結果

会
社
・
商
店
・
ご
家
庭
の
皆
さ
ん

　
そ
の
仕
事
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

 

お
任
せ
く
だ
さ
い

区
民
ど
う
し
の
た
す
け
あ
い
家
事
サ
ポ
ー
ト

「
虹
の
サ
ー
ビ
ス
」協
力
会
員
募
集



(4)中央エフエム・ラジオシティ「中央区からのお知らせ」（10分番組）（月～金曜日　AM10：30～ 10：40　PM3：00～ 3：10　PM9：30～ 9：40　祝日・休日、年末年
始を除く）、企画番組「ウィークリー声の架け橋」（20分番組）（月～金曜日　AM10：40～ 11：00　PM3：10～ 3：30　PM9：40～ 10：00　土・日曜日　AM10：00
～ 10：20　PM3：00～ 3：20　PM9：40～ 10：00）はFMラジオ84.0MHzで放送しています。
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建て替えをご計画の方へ
仮住宅使用者の募集
　区内にお住まいの方が安心して住
み続けられるまちづくりなどを行う
場合、その建て替え工事期間中に利
用できる仮住宅の使用者を募集しま
す。
［募集期間・施設内容］
　別表２のとおり
［申込資格］
　対象事業の区域内に居住している
方で建設工事期間中、他に仮住宅を
求めることが難しく、事業施行後も
引き続き居住をする方、またはそれ

らの方が加わって構成された建て替
えのための団体
［対象事業］
　次の①～④のいずれかに該当し、
別表２の使用開始期間内に仮住宅の
使用が開始できる事業
①地区計画区域内の建て替え
②公共事業に協力するための建て替

え
③住宅の供給に寄与する小規模共同

化建築物の建て替え
・住宅
　住宅部分の床面積は総床面積のお

おむね20％以上
・敷地面積

　おおむね165平方メートル以上
・施行者など
　２つ以上の敷地の共同化を行う方
④災害による建築物の建て替え
◎申込みが募集戸数を超えた場合は、

対象事業の①～④の順を優先順位
として決定し、優先順位が同じ事
業の場合は抽選により決定します。

［使用期間］
　原則として２年以内
姶２月29日（月）までに区役所５階地

域整備課の窓口で配布している申
込書で申込む。

逢地域整備課まちづくり推進主査
　☎（３５４６）５４７２

平成28年度小・中学校指導
サポーターの募集
　平成28年度に区立小・中学校で、
さまざまな支援を行う指導サポータ
ー（別表１参照）を募集します。
［募集期限］

　４月から活動希望の方は、２月末
までに提出してください。
◎履歴書兼登録申請書は、３月以降

も随時受け付けています。
姶区役所６階指導室で配布している

所定の履歴書兼登録申請書に必要
事項を記入の上、提出する。

◎登録申請書は区のホームページか
らダウンロードすることもできま
す。

逢〒104－8404
中央区築地１－１－１
指導室事業係
☎（３５４６）６７５７

別表2
施 設 名 月島西仲まちづくり

支援用施設
月島清澄通りまち
づくり支援用施設

中洲まちづくり
支援用施設

勝どきまちづくり
支援用施設 月島二丁目まちづくり支援用施設

所 在 地 月島1－9－15 月島3－13－13 日本橋中洲12－10 勝どき3－13－2 月島2－10－1
施 設 種 類 仮　住　宅
間 取 り 3LDK 2LDK 3DK 2LDK 1DK 2DK 3LDK
面 積 68.5㎡ 60.5㎡ 65.5㎡ 84.58㎡ 38.93㎡ 49.30㎡ 73.31㎡
使用料月額 132,240円 128,260円 135,910円 174,000円 109,100円 138,100円 205,300円
募 集 戸 数 1戸 1戸 1戸 1戸 1戸 1戸 1戸
募 集 期 間 2月1日（月）～29日（月）
使 用 決 定 3月3日（木）
使 用 開 始 4月1日（金）～9月30日（金）

別表1　募集する指導サポーター
種　別 内　容 応募要件 謝　礼 活動期間
学習指導補
助員

1日6時間以内、小・中学校で児童・生徒の学習
の個別指導支援や学級運営の補助を行う。 

・教員を目指している方
・教員免許を有する方
・その他教育委員会の認める方

1時間1,300円 
（交通費なし）

4月～平成29年3月 
（短期間の場合あり）

セカンドス
クール指導
補助員

小学校4年生が校外学習施設「柏学園」で実施す
る2泊3日の自然体験などについて、教員の指導
補助を行う。

1回（2泊3日） 
31,200円 

（食事提供あり）

各学校ともおおむね 
6月・9月・11月 
1回2泊3日

理科支援員
1日3～5時間の範囲内で、小学校5・6年生の理
科授業での準備、後片付け、教員の指導補助を
行う。

1時間1,300円
（交通費なし）

4月～平成29年3月 
週2日～3日程度

プール教室
指導員

夏季休業中に小・中学校で行うプール教室にお
いて、児童・生徒の指導および危険防止などの
活動を行う。

・20歳以上で水泳指導に適する方
おおむね4～5時間

1日6,500円 
（交通費なし）

夏季休業期間のうち
小学校　15日以内
中学校　10日以内

学校図書館
指導員

1日あたり5時間以内で、学校図書館の環境整
備・貸し出しおよび読み聞かせなどの読書指導
の補助を行う。

・�司書（補）資格または司書教諭免 
許を有する方

・同等の知識・能力を持つ方
・その他教育委員会の認める方

1時間1,300円
（交通費なし）

4月～平成29年3月 
週2日～3日程度

スクールボ
ランティア

国語 、算数、数学、英語などの基礎的な学習の
指導補助を行う。

・教員を目指している方
・教員免許を有する方
・その他教育委員会の認める方

1時間1,300円
（交通費なし） 4月～平成29年3月

◎個人の活動期間については、各学校により異なります。

協働ステーション中央
「地域の魅力発見！」
～まちのアイディア大集合！～
唖２月27日（土）
　午前11時～午後３時
娃協働ステーション中央
阿「協働ステーション中央」に登録し

ているＮＰＯ法人やボランティア
団体をはじめ、地域で活動してい
る団体を皆さんに紹介し、楽しく
交流します。

◎どなたでも自由に参加できます。
挨無料
◎当日、直接会場へお越しください。
◎出展団体についても募集中です。

申込方法などの詳細については
「中央区社会貢献活動情報サイト」
をご覧ください。

◎詳しくは区役所７階地域振興課、
協働ステーション中央、各区民館、
日本橋・月島特別出張所、各社会
教育会館、各図書館、中央区社会
福祉協議会、女性センターに置い
てあるチラシをご覧ください。チ
ラシは「中央区社会貢献活動情報
サイト」からダウンロードするこ
ともできます。
逢協働ステーション中央
　☎（３６６６）４７６１
　FAX（３６６６）４７６２
茜中央区社会貢献活動情報サイト
　http://chuo.genki365.net/

税
日曜納税相談
　平日に来庁できない方のために、
特別区民税・都民税の納税について
日曜納税相談を実施します。来庁の
際には区からお送りした納税通知書、
督促状、納税催告書などの納付書、
収入や生活状況を確認できる書類な
どをご持参ください。
　また、当日は納税の相談のほか、
納税の受け付けも行います。
　なお、課税に関する相談や課税証
明書、納税証明書などの発行は行い
ませんのでご注意ください。
唖２月７日（日）
　午前10時～午後４時
娃区役所２階税務課
逢税務課整理係
　☎（３５４６）５２７９

その他

（５頁からのつづき）情報コーナー 第13回エコまつり
出展企業募集中
　区では、環境意識の普及・啓発を
図るために、「エコまつり」を開催し
ています。エコまつりは、区・環境
団体・事業者などが、日頃取り組ん
でいる環境活動の展示や、環境に関
する体験型のワークショップなどを
行い、子どもから大人まで楽しみな
がら学べる環境イベントです。
唖６月５日（日）
　午前10時～午後３時（予定）
亜区内に事務所または事業所を有し、

環境に配慮した企業経営や環境・
ＣＳＲ活動を積極的に実施してい
る法人

［募集企業数］２社程度
姶１月21日（木）から２月12日（金）ま

でに事前に電話で連絡の上、窓口
に申請書類を提出して申込む（受
付は平日の午前８時30分～午後５
時）。

◎申請内容を審査の上、出展企業を

決定します。
◎詳しい募集内容や申請方法につい

ては、区のホームページをご覧い
ただくか、お問合せください。
逢環境推進課環境活動係
　☎（３５４６）９５９２

登録手話通訳者選考試験
　中央区社会福祉協議会では、日常
生活において手話通訳を必要とする
聴覚障害者の支援や各種の行事など
において、有償で活動していただく
登録手話通訳者の選考試験を実施し
ます。
唖３月12日（土）
　午前10時30分～（午前10時受付開

始）
娃京橋プラザ区民館３階
［応募資格］
　登録手話通訳者として活動を希望
する区内在住・在勤の18歳以上で、
次に該当する方
・福祉センター主催手話講習会「通

訳者育成基本コース」または平成

26年度以前の「中央区上級手話講
習会」を修了した方

・前記に相当する手話通訳技術を習
得している方

［選考内容］
・手話読み取り
・手話表現、面接
姶２月19日（必着）までに、①住所②

氏名・ふりがな③年齢④電話番号
（昼間連絡できる番号）⑤修了した
講習会名と修了年度、保有資格⑥
他区での登録手話通訳者としての
活動経験があれば明記し、郵送、
ファクス、Ｅメールまたは直接持
参して申込む。

◎受験票は３月初めに送付する予定
です。

逢〒104－0032
　中央区八丁堀４－１－５
　中央区社会福祉協議会ボランティ

ア・区民活動センター
　☎（３２０６）０５６０
　FAX（３２０６）０６０１
絢vc@shakyo-chuo-city.jp

２月４日（木）

お魚屋さん特売日お魚屋さん特売日
域地橋本日

逢区民生活課消費生活係
　☎（３５４６）５３３２
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図書館利用者懇談会
　皆さんのご意見やご要望を伺い、
より身近な図書館として親しんでい
ただくために利用者懇談会を開催し
ます。
京橋図書館
唖２月13日（土）
　午後２時～３時30分
娃京橋図書館鑑賞室
日本橋図書館
唖２月６日（土）
　午後２時～３時30分

娃日本橋図書館６階ホール
月島図書館
唖２月20日（土）
　午後２時～３時30分
娃月島社会教育会館５階講習室
◎当日、直接会場へお越しください。
逢京橋図書館
　☎（３５４３）９０２５
　日本橋図書館
　☎（３６６９）６２０７
　月島図書館
　☎（３５３２）４３９１

経営セミナー
唖２月23日（火）　午後２時～４時
娃区役所８階大会議室
亜区内中小企業経営者および従業員
阿商工業経営に役立つ専門知識の習

得を目的とした経営セミナーです。
［テーマ］10年後も生き残る企業の

「人」と「組織」の育て方～経営目標
の「達成できる上司」×「達成でき
ない上司」～

［講師］（一社）日本リーダーズ学会代
表理事、リーダーズアカデミー学
長、早稲田大学講師　嶋津良智
愛100名（先着順）
挨無料
姶区役所７階商工観光課で配布する

用紙に記入してファクスで申込む。
◎申込書は区のホームページからダ

ウンロードできます。
逢商工観光課中小企業振興係
　☎（３５４６）５４８７
　FAX（３５４６）２０９７

異業種交流会
唖２月23日（火）
　午後４時30分～６時30分
娃区役所８階第１会議室
阿さまざまな業種の事業者が集まり、

ビジネスの情報交換や人脈作りを

行う異業種交流会を開催します。
［コーディネーター］
　（株）エッグスコンサルティング代

表取締役　東條裕一
愛15名（１社１名、申込多数の場合

は抽選）
挨無料
姶２月12日（必着）までに区役所７階

商工観光課で配布する申込書に記
入してファクスで申込む。

◎申込書は区のホームページからダ
ウンロードできます。
逢商工観光課中小企業振興係
　☎（３５４６）５４８７
　FAX（３５４６）２０９７

保健衛生講座
知っていると安心
ジェネリック医薬品の選び方

唖２月25日（木）
　午後６時30分～７時30分
娃日本橋保健センター４階講堂
亜区内在住・在勤者
阿ジェネリック医薬品（後発医薬品）

の品質、値段、選ぶポイントなど
についてお話しします。

［講師］アイ調剤薬局　渋谷泰史
愛30名（先着順）
挨無料
姶１月21日（木）から電話で申込む。
逢日本橋保健衛生協力会事務局（日

本橋保健センター内）
　☎（３６６１）３５１５

５月分ヴィラ本栖・伊豆高原荘
申込みのご案内

施　設　名 ヴィラ本栖 伊豆高原荘

在住者優先
申　込

専用はがき（区内在住者優先利用申込書）　　　2月14日（日）各施設必着
保養施設予約システム　　　2月1日（月）午前7時～14日（日）午後11時
抽選日　　　　　　　　　　　　　　　　　　2月16日（火）

空室申込

（どなたでも申込めます）

保養施設予約システムによる申込み 2月20日（土）午前0時～
フロントへの電話による申込み 2月20日（土）午前10時～

逢ヴィラ本栖フロント
　☎0120－162312
　（東京23区内からのフリーダイヤル）
　☎0555（87）2711

逢伊豆高原荘フロント
　☎0120－151307
　（東京23区内からのフリーダイヤル）
　☎0557（53）1163

◎保養施設予約システムは、区のホームページや、区役所に設置してある利用者端末を
ご利用ください。

◎伊豆高原荘をご利用する際に禁煙室を希望される方、高齢者や身体に障害のある方で
２階の部屋を希望される方は、施設に直接ご連絡ください。

◎区内４カ所からヴィラ本栖まで乗り換えなしで行ける便利な直通バスを運行しています。
◎伊豆高原荘では、伊豆高原駅から施設までどなたでもご利用できる送迎バスを運行して

います（利用者の人数に応じて、直通バスおよび送迎バスはジャンボハイヤーに変更す
る場合があります）。

◎施設のご利用について詳しくは、区役所・区民センター・区民館などに置いてあるパ
ンフレットをご覧いただくか、各施設にお問合せください。
逢地域振興課区民施設係
　☎（３５４６）５６２２

施　設 女性センター「ブーケ21」
分かりやすく相手に伝える
～説明力アップ講座～
唖２月25日（木）
　午後６時30分～８時30分
娃女性センター「ブーケ21」
亜主に就業中の女性で関心のある方
（区内在住・在勤・在学者優先）
阿説明力を身に付けて、職場でのコ

ミュニケーション力や、仕事の効
率アップを図りましょう。

［講師］（一社）教育コミュニケーショ
ン協会認定講師、説明力メディエ
ーター　池田絵里
愛30名（先着順）
挨無料
姶電話またはファクスに①～④（５
頁記入例参照）を記入して申込む

（電子申請も可）。
逢総務課女性施策推進係
　☎（５５４３）０６５１
　FAX（５５４３）０６５２

事業協力スタッフ養成講座
受講生による企画講座
「時間がない！」から抜け出そう
～プロから学ぶ！人生の満足
度を上げる時間管理テクニッ
ク！～
唖２月21日（日）　午後２時～４時
娃女性センター「ブーケ21」
亜区内在住・在勤・在学者（優先）、

その他関心のある方
阿仕事や育児でも役立つテクニック

を知ることでタイムマネジメント
力を磨き、「ゆとり」を取り戻しま
しょう。

［講師］オフィス・フォンタナ代表　
滝井いづみ
愛40名（先着順）
挨無料
［託児］生後３カ月以上の未就学のお

子さんをお預かりします。２月12
日（金）までにご連絡ください（定
員あり）。
姶１月22日（金）から電話またはファ

クスに①～⑤（５頁記入例参照）⑥
託児希望の方はお子さんの氏名・
ふりがな・年齢を記入して申込む

（電子申請も可）。
◎本講座は「中央区民カレッジ連携

講座」のため、区民カレッジの単

位となります。
逢総務課女性施策推進係
　☎（５５４３）０６５１
　FAX（５５４３）０６５２

天体観望会「月とオリオン座
大星雲を見よう！」
唖２月13日（土）
　午後６時～７時30分
娃タイムドーム明石プラネタリウム

ホール、屋上
亜区内在住・在勤者（中学生以下は

保護者同伴が必要）
阿タイムドーム明石の屋上で専門の

解説員の解説を交えながら、大型
の天体望遠鏡や双眼鏡を使い、月
やオリオン座大星雲を観察します。
観察の前にはプラネタリウムを用
いて当日の星空や天体の解説を行
います。当日、天候により観察で
きない場合は、ホールでの解説の
みとなります。

愛50名（申込多数の場合は抽選）
挨無料
姶２月２日（必着）までに往復はがき

に①～⑤（５頁記入例参照）⑥参加
者全員の氏名、年齢を記入して申
込む（電子申請も可）。

逢〒104－0044
　中央区明石町12－１
　郷土天文館「タイムドーム明石」
　☎（３５４６）５５３７

郷土天文館「タイムドーム明
石」ミニ企画展
「出土した江戸時代のおもちゃ」
唖１月30日（土）～３月６日（日）
・火～金曜日
　午前10時～午後７時
・土・日曜日、祝日
　午前10時～午後５時
◎閉館30分前には要入場
［休館日］毎週月曜日
娃タイムドーム明石特別展示室
阿区内の遺跡から出土した江戸時代

の子ども向け玩具（泥
どろ

面
め ん こ

子・まま
ごと道具・人形などのおもちゃ）
を展示し、江戸時代の子どもたち
の遊びについて紹介します。

挨無料
◎当日、直接会場へお越しください。
逢郷土天文館「タイムドーム明石」
　☎（３５４６）５５３７

日　　時 2月9日（火） 2月17日（水） 2月18日（木）
午後1時30分～3時

会　　場 中央区保健所 
2階大会議室

中央区保健所 
2階栄養室

日本橋保健センター
5階料理講習室

対　　象
（※1）

5～6カ月ごろの 
乳児の保護者

1歳～1歳3カ月ごろの 
幼児の保護者

9～11カ月ごろの
乳児の保護者

内　　容 1回食の進め方 離乳の完了に向けて 3回食の進め方
・離乳食の作り方の紹介　　・試食（保護者のみ）

定　　員
（※2）

20名 24名 20名
申込多数の場合は抽選

費　　用 無　料
申込方法 1月21日（木）から25日（月）までに電話で申込む（受付は平日のみ）。
問合せ

（申込）先
中央区保健所健康推進課

☎（3541）5930
日本橋保健センター健康係

　☎（3661）5071
（※1）対象は、区内在住で各対象月齢に該当する第1子の保護者の方です。
（※2）定員に満たない場合は、申込受付期間後も前日まで受け付けます。

離乳食講習会
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問
合
せ（
申
込
）先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

「区のおしらせ　中央」は区役所、特別出張所、区民館などの区施設、コミュニティバス、区内公衆浴場、一部金融機関、百貨店、ファミリーマート（一部店
舗を除く）、東京メトロの駅（京橋・銀座・東銀座・新富町・築地・八丁堀・三越前・日本橋・人形町・茅場町・小伝馬町・水天宮前・月島）、ＪＲの駅（新日
本橋・馬喰町）、文化堂でも配布しています。

チョッと
知っ得於お

岩い
わ

稲い
な

荷り

田た

宮み
や

神じ
ん

社じ
ゃ

の
鳥と

り

居い　

区
民
有
形
民
俗
文
化
財

新
川
二
丁
目
25
番
11
号

於
岩
稲
荷
田
宮
神
社

築地市場初市（初せり）
　１月５日早朝、築地市場では今年で最後となる新春恒
例の初市が開かれました。国内外で水揚げされた脂が乗
ったマグロが所狭しと並んだ競り場では、仲卸業者らが
真剣な面持ちで品定めをし、生鮮マグロ卸売場は早朝か
ら熱気を帯びていました。

　
１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利

用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
税
や

社
会
保
障
の
手
続
き
の
際
に
、
会

社
や
区
役
所
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
提
示
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
宛
て
所
な
し
や
、
不
在
の
た
め

郵
便
局
で
保
管
さ
れ
て
い
た
通
知

カ
ー
ド
は
、
区
に
返
戻
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
、
通
知
カ
ー
ド
が
お

手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
区
に
通
知
カ
ー
ド
が
返
戻
さ
れ

て
い
る
方
に
対
し
住
所
の
実
態

調
査
を
行
い
ま
す
。
お
渡
し
で

き
る
見
込
み
が
な
い
通
知
カ
ー

ド
は
、
３
月
末
に
廃
棄
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◎�

４
月
以
降
に
通
知
カ
ー
ド
を
再

発
行
す
る
場
合
は
、
５
０
０
円

の
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
。

逢
区
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�

☎（
３
５
４
６
）５
６
１
８

�

FAX（
３
５
４
６
）９
５
５
７

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た

住
民
票
の
写
し
の
交
付
に
つ
い

て

 

　
住
民
票
の
写
し
に
は
、
特
に
請

求
が
な
い
限
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は

記
載
し
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
、
法
に
定
め
ら
れ
た
事
務
に
限

り
利
用
さ
れ
る
た
め
、
他
の
用
途

で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し

た
住
民
票
の
写
し
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
住

民
票
の
写
し
を
請
求
す
る
際
に
は
、

窓
口
で
使
用
目
的
を
確
認
し
ま
す
。

郵
送
に
よ
る
請
求
の
場
合
も
、
理

由
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
連
し

た
不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
が
来
る

な
ど
の
事
例
が
、
区
内
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
金
銭

を
要
求
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
例
も
、

全
国
的
に
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
便
乗
し
た
不

正
な
勧
誘
や
個
人
情
報
の
収
集
な

ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
不
審
な

電
話
は
い
っ
た
ん
切
っ
て
、
家
族

や
友
人
に
相
談
し
、
警
察
に
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。

逢
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

�

☎（
３
５
４
６
）５
０
８
７

◎
自
動
交
付
機
で
は
、
交
付
で
き

ま
せ
ん
。

窓
口
で
は
代
理
人
に
よ
る
請
求
を

受
け
付
け
ま
す

・
委
任
状
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
必

要
と
す
る
理
由
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

・
委
任
者
の
本
人
確
認
書
類
の
写

し
と
、
代
理
人
の
本
人
確
認
書

類
の
原
本
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
直
接
代
理
人
に
は
交
付
せ
ず
、

委
任
者
の
住
民
票
の
住
所
地
へ

転
送
不
要
で
郵
送
し
ま
す
。

窓
口
の
開
庁
時
間

・
平
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時（
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま

で
）

・
日
曜
日（
区
役
所
本
庁
舎
の
み
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
本
人
確
認
書
類
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

電
話
予
約
に
つ
い
て

　
区
役
所
の
開
庁
時
間
に
来
庁
で

き
な
い
方
は
、
区
民
生
活
課
総
合

窓
口
係
で
電
話
に
よ
る
予
約
を
受

け
付
け
、
平
日
の
夜
間
や
土
曜
日
、

祝
日
に
区
役
所
本
庁
舎
１
階
巡
視

室
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

　
電
話
予
約
し
た
日
か
ら
５
日
以

内
の
ご
希
望
の
交
付
日
時
に
、
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
受
付
日
時

　
月
～
金
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

・
交
付
日
時

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

通
知
カ
ー
ド
は

�
届
い
て
い
ま
す
か

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
の

�

不
審
な
電
話
な
ど
に
ご
注
意

　
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
午
後
５
時
15
分
～
９
時
30
分

　
水
曜
日

　
午
後
７
時
～
９
時
30
分

　
土
曜
日
お
よ
び
祝
日（
日
曜
日

の
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時
30
分

住
所
変
更
な
ど
の
届
け
出
の
際

の
ご
注
意

　
転
入
や
転
居
の
際
、
通
知
カ
ー

ド
の
裏
面
の
記
入
欄
に
、
新
た
な

住
所
を
記
載
し
ま
す
。
住
所
変
更

の
届
け
出
の
際
は
、
必
要
書
類
と

一
緒
に
必
ず
通
知
カ
ー
ド
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
同
カ

ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
通
知
カ
ー
ド
に
加

え
同
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　
結
婚
で
氏
名
に
変
更
が
あ
る
方

も
、
通
知
カ
ー
ド
な
ど
に
区
が
新

た
な
氏
名
を
記
載
し
ま
す
。
変
更

が
あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
本

人
確
認
書
類
を
用
意
の
上
、
窓
口

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

逢
区
民
生
活
課
総
合
窓
口
係

�

☎（
３
５
４
６
）５
３
２
０

　
日
本
橋
特
別
出
張
所
区
民
係

�
☎（
３
６
６
６
）４
２
５
３

　
月
島
特
別
出
張
所
区
民
係

�
☎（
３
５
３
１
）１
１
５
３

　
松
の
内（
期
間
は
場
所
に
よ
っ

て
正
月
３
日〈
三さ

ん

箇が

日に
ち

〉、
７
日
、

15
日
な
ど
が
あ
る
）が
過
ぎ
た
1

月
下
旬
に
も
な
る
と
、
家
々
の
門

口
か
ら
歳と

し

徳と
く

神じ
ん

の
依よ

り

代し
ろ（

神
霊
が

依
り
つ
く
目
標
物
）と
さ
れ
る
松

飾
り
が
取
り
除
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
鎮
守
社
や
氏
神
、
あ
る

い
は
恵え

方ほ
う

の
神
社
や
著
名
な
社
寺

へ
と
参
拝
す
る
人
び
と
の
に
ぎ
わ

い
も
落
ち
着
い
て
き
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。

　
正
月
の
期
間
を
通
じ
て
行
わ
れ

る
新
年
初
め
て
の
初
詣
で
は
、
各

人
思
い
思
い
の
場
所
や
日
時
に
お

参
り
す
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

神
社
で
は
、
玉
垣
で
取
り
囲
ま
れ

た
神
聖
な
区
域
か
ら
、
改
ま
っ
た

気
持
ち
で
境
内
入
口
の
門
で
あ
る

鳥
居
を
く
ぐ
り
、
参
道
を
進
ん
で

拝
殿
に
お
い
て
参
拝
し
ま
す
。
神

社
に
よ
っ
て
社
殿
の
形
式
が
異
な

る
点（
大
き
く
は
屋
根
形
式
）に
気

づ
く
こ
と
は
多
い
の
で
す
が
、
神

域
の
内
と
外
を
分
け
る
境
界
に
立

て
ら
れ
た「
鳥
居
」も
多
種
多
様
な

形
態
が
あ
る
の
で
す
。

　
一
般
的
な
鳥
居
の
形
式
は
、
左

右
２
本
の
柱
と
横
木（
笠か

さ

木ぎ〈
上
端

に
渡
し
た
部
材
〉・
島し

ま

木ぎ〈
笠
木
の

下
に
渡
し
た
部
材
〉・
貫ぬ

き〈
柱
を
貫

い
て
相
互
に
横
に
つ
な
い
だ
部

材
〉）で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
社
殿
が
直
線
の
部
材
構
成
で

あ
る
神し

ん

明め
い

造づ
く
り

の
場
合
に
常
用
さ
れ

る「
神
明
鳥
居
」（
鳥
居
上
部
の
横

木
が
直
線
）、
社
殿
が
軒
反
り
を

持
つ
流な

が
れ

造づ
く
り

や
春か

す

日が

造づ
く
り

の
場
合
に
広

く
用
い
ら
れ
る「
明
神
鳥
居
」（
反

り
の
あ
る
笠
木・島
木
が
特
徴
）を

基
本
パ
タ
ー
ン
と
し
て
多
く
の
形

態
が
存
在
し
、
材
質
も
ま
た
木

造
・
石
造
・
青
銅
と
実
に
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　
な
お
、
鳥
居
の
語
源
に
定
説
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、「
鳥
の
居
る
と
こ

ろ
」「
神
に
供
え
た
鶏に

わ
と
り

の
と
ま
り
木
」

「
神
社
に
通
り
居
る
門
」な
ど
の
諸

説
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
文
化
財
は
、
新
川
二
丁

目
に
鎮
座
す
る
於
岩
稲
荷
田
宮
神

社
の
境
内
に
あ
る
明
治
期
の
石
造

鳥
居
で
す
。
本
殿
正
面
に
向
か
っ

て
右
側
に
立
つ
こ
の
鳥
居
は
、
高

さ
約
２
ｍ
50
㎝
・幅
約
３
ｍ
15
㎝
・

柱
直
径
約
20
㎝
の
や
や
小
さ
い
神

明
鳥
居
に
な
り
ま
す
。
形
状
は
、

両
端
が
垂
直
で
あ
る
円
柱
状
の
笠

木
、
柱
か
ら
出
な
い
角
柱
状
の
貫
、

下
部
に
は
柱
を
巻
く
よ
う
に
根ね

巻ま
き

（
藁わ

ら

座ざ

）と
土
台
と
し
て
据
え
た
台だ

い

石い
し

な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
当
神
社
は
、
四よ

つ

谷や

左さ

門も
ん

町ち
ょ
う（

現
在
の
新
宿
区
左
門
町
）

の
先さ

き

手て

鉄て
っ

砲ぽ
う

組ぐ
み

同ど
う

心し
ん

・
田
宮
家
の

屋
敷
神
と
し
て
祀ま

つ

ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
明
治
12
年（
１
８
７
９
）の

火
災
で
焼
失
し
た
こ
と
を
契
機
に

京
橋
区
越
前
堀
一
丁
目（
現
在
地
）

へ
と
遷
座
し
ま
し
た（
戦
後〈
昭
和

27
年
〉、
四
谷
の
旧
地
に
も
再
建
）。

同
神
社
に
は
豊と

よ

受う
け

比び

売め
の

大お
お

神か
み

と
田た

宮み
や

於お
い
わ
の
み
こ
と

岩
命（
田
宮
又
左
衛
門
の

娘
・
お
岩
）の
祭
神
が
祀
ら
れ
て

お
り
、
特
に
婿
養
子
の
伊
右
衛
門

と
と
も
に
家
勢
を
再
興
し
た
お
岩

の
徳
を
称
え
た
稲
荷
社
と
し
て
古

く
か
ら
信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

　
明
治
33
年（
１
９
０
０
）発
行
の

『
新し

ん
せ
ん

東と
う

京き
ょ
う

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

』を
み
る
と
、

「
境
内
凡お

よ
そ

五
百
坪
、
周
囲
に
石
塀

を
築
き
、
石
造
の
門も

ん

柱ち
ゅ
う

鉄て
っ

扉ぴ

を
施

せ
り
。
門
内
両
基
の
唐か

ら

銅か
ね

製せ
い

の
献け

ん

燈と
う

を
置
き
、
素し

ら

木き

の
鳥
居
あ
り
、

社
殿
南
に
面
し
、
田
宮
氏
祖
稲
荷

大
神
の
扁へ

ん

額が
く

あ
り
。
別
に
額
堂
二

棟
、
末
社
に
白び

ゃ
っ

狐こ

社し
ゃ

、
豊と

よ

元も
と

社し
ゃ

。

大
祭
は
三
月
二
の
午
日
に
し
て
、

毎
月
二
十
二
日
、
二
十
八
日
例
祭

を
営
む
、
俳
優
、
芸
妓
の
参
詣
夥お

び

多た
だ

敷し
く

門
前
に
講こ

う

中じ
ゅ
う

の
待ま

ち

合あ
い

茶ぢ
ゃ

屋や

二

軒
あ
り
。」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
記
述
か
ら
も
、
明
治
・

大
正
期
に
は「
東
海
道
四
谷
怪
談
」

（
歌
舞
伎
狂
言
）の
人
気
と
相
ま
っ

て
当
社
へ
の
信
仰
も
盛
ん
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
な
お
、
文
化
財
の
石
造
鳥
居
は
、

境
内
末
社「
白
狐
社
」（
現
在
は
北

東
角
の「
狐
塚
」に
鎮
座
）の
参
道

前
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在

も
良
好
な
状
態
で
創
建
以
来
の
位

置
に
遺
存
し
て
い
ま
す
。
柱
背
面

に
は
建
立
年
を
示
す「
奉
納 

明
治

三
十
年
正
月
吉
日
」や
寄
進
者
と

思
わ
れ
る「
田
岡
栄
建
之
」の
陰
刻

も
確
認
で
き
ま
す
。

　
当
神
社
の
社
殿
は
、
大
正
期
の

関
東
大
震
災
や
昭
和
期
の
空
襲
で

焼
失
・
再
建
を
繰
り
返
し
ま
し
た

が
、
奇
跡
的
に
焼
損
を
免
れ
た
こ

の
鳥
居
は
明
治
期
か
ら
続
く
人
々

の
信
仰
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
央
区
総
括
文
化
財
調
査
指
導
員

�

増
山
一
成

▶
於
岩
稲
荷
田
宮
神
社
の
鳥
居
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